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食品表示基準（案） 新旧対照表

改 正 案 現 行 案

（適用の範囲） （適用の範囲）

第一条 【略】 第一条 【略】

（定義） （定義）

第二条 この府令において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 第二条 この府令において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

一～八 【略】 一～八 【略】

九 特定保健用食品 健康増進法に規定する特別用途表示の許可等に関する内閣府令（平成二十一

年内閣府令第五十七号）第二条第一項第五号に定めるものをいう。

十 機能性表示食品 疾病に罹患していない者（未成年、妊産婦（妊娠を計画している者を含む。

）及び授乳婦を除く。）に対し、機能性関与成分によって健康の維持及び増進に資する特定の保

健の目的（疾病リスクの低減に係るものを除く。）が期待できる旨を科学的根拠に基づいて容器

包装に表示をする食品（特定保健用食品、アルコールを含有する飲料及び国民の栄養摂取の状況

からみてその過剰な摂取が国民の健康の保持増進に影響を与えているものとして健康増進法施行

規則（平成十五年厚生労働省令第八十六号）第十一条二項で定める栄養素の過剰な摂取につなが

る食品を除き、食品、添加物等の規格基準（昭和三十四年厚生省告示第三百七十号）において保

健機能食品を使用対象としている添加物を用いていないものに限る。）であって、当該食品に関

する表示の内容、事業者名及び連絡先等の事業者に関する基本情報、安全性及び機能性の根拠に

関する情報、生産・製造及び品質の管理に関する情報、健康被害の情報収集体制その他必要な事

項を販売日の六十日前までに消費者庁長官に届け出たものをいう。

十一～十九 【略】 九～十七 【略】

２ 【略】 ２ 【略】

（横断的義務表示） （横断的義務表示）

第三条 食品関連事業者が容器包装に入れられた加工食品（業務用加工食品を除く。以下この節にお 第三条 食品関連事業者が容器包装に入れられた加工食品（業務用加工食品を除く。以下この節に

いて「一般用加工食品」という。）を販売する際（設備を設けて飲食させる場合を除く。第六条及 おいて「一般用加工食品」という。）を販売する際（設備を設けて飲食させる場合を除く。第六

び第七条において同じ。）には、次の表の上欄に掲げる表示事項が同表の下欄に定める表示の方法 条及び第七条において同じ。）には、次の表の上欄に掲げる表示事項が同表の下欄に定める表示

に従い表示されなければならない。ただし、別表第四の上欄に掲げる食品にあっては、同表の中欄 の方法に従い表示されなければならない。ただし、別表第四の上欄に掲げる食品にあっては、同

に掲げる事項については、同表の下欄に定める方法に従い表示されなければならない。 表の中欄に掲げる事項については、同表の下欄に定める方法に従い表示されなければならない。

【略】 【略】 【略】 【略】
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栄養成分（たんぱく質 １ 栄養成分の量及び熱量は、次に定める方法により、当該食品の百グラ 栄養成分（たんぱく質 １ 栄養成分の量及び熱量は、次に定める方法により、当該食品の百グ

、脂質、炭水化物及びナ ム若しくは百ミリリットル又は一食分、一包装その他の一単位（以下こ 、脂質、炭水化物及びナ ラム若しくは百ミリリットル又は一食分、一包装その他の一単位（以

トリウム。以下この項に の項において「食品単位」という。）当たりの量を表示する（特定保健 トリウム。以下この項に 下この項において「食品単位」という。）当たりの量を表示する（特

おいて同じ。）の量及び 用食品及び機能性表示食品について表示する場合を除く。）。この場合 おいて同じ。）の量及び 定保健用食品（健康増進法に規定する特別用途表示の許可等に関する

熱量 において、当該食品単位が一食分である場合にあっては、当該一食分の 熱量 内閣府令（平成二十一年内閣府令第五十七号）第二条第一項第五号に

量を併記する。 定めるものをいう。以下同じ。）を除く。）。この場合において、当

該食品単位が一食分である場合にあっては、当該一食分の量を併記す

る。

一～三 【略】

一～三 【略】 ２ 【略】

２ 【略】

【略】 【略】 【略】 【略】

２ 前項に定めるもののほか、食品関連事業者が一般用加工食品のうち次の表の上欄に掲げるものを ２ 前項に定めるもののほか、食品関連事業者が一般用加工食品のうち次の表の上欄に掲げるもの

販売する際（設備を設けて飲食させる場合を除く。）には、同表の中欄に掲げる表示事項が同表の を販売する際（設備を設けて飲食させる場合を除く。）には、同表の中欄に掲げる表示事項が同

下欄に定める表示の方法に従い表示されなければならない。 表の下欄に定める表示の方法に従い表示されなければならない。

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 【略】

特定保健用食品 【略】 【略】 特定保健用食品 【略】 【略】

機能性表示食品 機能性表示食品であ 「機能性表示食品」と表示する。

る旨

科学的根拠を有する 消費者庁長官に届け出た内容を表示する。

機能性関与成分及び

当該食品が有する機

能性

栄養成分の量及び熱 １ 栄養成分の量及び熱量については、熱量、たんぱく

量 質、脂質、炭水化物及びナトリウム（食塩相当量に換

算したもの）の一日当たりの摂取目安量当たりの含有

量を表示する。

２ １に定めるほか、第一項の表の栄養成分（たんぱく

質、脂質、炭水化物及びナトリウム。以下この項にお

いて同じ。）の量及び熱量の項の下欄１に定める表示

の方法を準用する。この場合において、第一項の表の

栄養成分（たんぱく質、脂質、炭水化物及びナトリウ
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ム。以下この項において同じ。）の量及び熱量の項の

下欄１中「当該食品の百グラム若しくは百ミリリット

ル又は一食分、一包装その他の一単位（以下この項に

おいて「食品単位」という。）当たりの量」とあるの

は「一日当たりの摂取目安量当たりの含有量」と読み

替えるものとする。

一日当たりの摂取目 消費者庁長官に届け出た内容を、別記様式二又は別記様

安量当たりの機能性 式三の次に表示する。

関与成分の含有量

一日当たりの摂取目 消費者庁長官に届け出た内容を表示する。

安量

届出番号 消費者庁長官への届出により付与された届出番号を表示

する。

食品関連事業者の連 食品関連事業者のうち表示内容に責任を有する者の電話

絡先 番号又は電話番号の記載があるウェブサイトのアドレス

（二次元コードその他のこれに代わるものを含む。）を

表示する。

機能性及び安全性に 「本品は一定の科学的根拠に基づき、事業者の責任にお

ついて、国による評 いて特定の保健の目的が期待できる旨の表示を行うもの

価を受けたものでな として、消費者庁長官に届出されたものです。ただし、

い旨 特定保健用食品とは異なり、消費者庁長官による個別審

査を受けたものではありません。」と表示する。

摂取の方法 消費者庁長官に届け出た内容を表示する。

摂取する上での注意 消費者庁長官に届け出た内容を表示する。

事項

バランスのとれた食 「食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバラ

生活の普及啓発を図 ンスを。」と表示する。

る文言

調理又は保存の方法 消費者庁長官に届け出た内容を表示する。

に関し特に注意を必

要とするものにあっ
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ては当該注意事項

疾病の診断、治療、 「本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたもので

予防を目的としたも はありません。」と表示する。

のではない旨

疾病に罹患している 「本品は、疾病に罹患している人、未成年者、妊産婦

者、未成年、妊産婦 （妊娠を計画している者を含む。）及び授乳婦を対象に

（妊娠を計画してい 開発された商品ではありません。」と表示する。

る者を含む。）及び

授乳婦に対し訴求し

たものではない旨

疾病に罹患している 「疾病に罹患している場合は、医師に相談の上、摂取し

者は医師に相談した てください。」と表示する。

上で摂取すべき旨

医薬品を服用してい 「医薬品を服用している場合は、医師、薬剤師に相談の

る者は医師、薬剤師 上、摂取してください。」と表示する。

に相談した上で摂取

すべき旨

体調に異変を感じた 「体調に異変を感じた際は、速やかに摂取を中止し、医

際は速やかに摂取を 師に相談してください。」と表示する。

中止し医師に相談す

べき旨

別表第十六の下欄及び 別表第十六の下欄及び別

別表第十七の中欄に掲 【略】 【略】 表第十七の中欄に掲げる 【略】 【略】

げる加工食品 加工食品

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 【略】

３ 【略】 ３ 【略】

第四条～第七条 【略】 第四条～第七条 【略】

（表示の方式等） （表示の方式等）

第八条 第三条及び第四条に掲げる事項（栄養成分の量及び熱量については、第三条、第四条及び前 第八条 第三条及び第四条に掲げる事項（栄養成分の量及び熱量については、第三条、第四条及び



5

二条に掲げる事項）の表示は、次の各号に定めるところによりされなければならない。ただし、別 前二条に掲げる事項）の表示は、次の各号に定めるところによりされなければならない。ただし

表第十九の上欄に掲げる食品にあっては、次の各号の規定（第三号の栄養成分の量及び熱量の表示 、別表第十九の上欄に掲げる食品にあっては、次の各号の規定（第三号の栄養成分の量及び熱量

に係る規定を除く。）にかかわらず、同表の中欄に定める様式（当該様式による表示と同等程度に の表示に係る規定を除く。）にかかわらず、同表の中欄に定める様式（当該様式による表示と同

分かりやすく一括して表示される場合を含む。）及び下欄に定める方式に従い表示されなければな 等程度に分かりやすく一括して表示される場合を含む。）及び下欄に定める方式に従い表示され

らない なければならない。

一 【略】 一 【略】

二 容器包装（容器包装が小売のために包装されている場合は、当該包装）を開かないでも容易に 二 容器包装（容器包装が小売のために包装されている場合は、当該包装）を開かないでも容易

見ることができるように当該容器包装の見やすい箇所（栄養成分の量及び熱量の表示に関し、同 に見ることができるように当該容器包装の見やすい箇所（栄養成分の量及び熱量の表示に関し

一の食品が継続的に同一人に販売されるものであって、容器包装に表示することが困難なものに 、同一の食品が継続的に同一人に販売されるものであって、容器包装に表示することが困難な

あっては、当該食品の販売に伴って定期的に購入者に提供される文書）に表示する（特定保健用 ものにあっては、当該食品の販売に伴って定期的に購入者に提供される文書）に表示する。

食品及び機能性表示食品を表示する場合は除く。）。

三～六 【略】 三～六 【略】

七 特定保健用食品にあっては、保健の目的が期待できる旨の表示は、添付する文書への記載をも 七 保健の目的が期待できる旨の表示は、添付する文書への記載をもって、容器包装への表示に

って、容器包装への表示に代えることができる。 代えることができる。

八～九 【略】 八～九 【略】

（表示禁止事項） （表示禁止事項）

第九条 食品関連事業者は、第三条、第四条、第六条及び第七条に掲げる表示事項に関連して、次に 第九条 食品関連事業者は、第三条、第四条、第六条及び第七条に掲げる表示事項に関連して、次

掲げる事項を一般用加工食品の容器包装に表示してはならない。 に掲げる事項を一般用加工食品の容器包装に表示してはならない。

一～六 【略】 一～六 【略】

七 機能性表示食品にあっては、次に掲げる用語

イ 疾病の治療効果又は予防効果を標榜する用語

ロ 第七条の規定に基づく栄養成分の補給ができる旨の表示及び栄養成分又は熱量の適切な摂取

ができる旨の表示をする場合を除き、消費者庁長官に届け出た機能性関与成分以外の成分を強

調する用語

ハ 消費者庁長官の評価、許可又は承認を受けたものと誤認させるような用語

ニ 別表第九の第一欄に掲げる栄養成分の機能を示す用語

八 栄養機能食品にあっては、次に掲げる用語【栄養機能食品については現在検討中】 七 栄養機能食品にあっては、次に掲げる用語【栄養機能食品については現在検討中】

イ 別表第十に掲げる栄養成分以外の成分の機能を示す用語 イ 別表第十に掲げる栄養成分以外の成分の機能を示す用語

ロ 特定の保健の目的が期待できる旨を示す用語 ロ 特定の保健の目的が期待できる旨を示す用語

九 保健機能食品（特定保健用食品、機能性表示食品及び栄養機能食品をいう。以下同じ。）以外 八 保健機能食品（特定保健用食品及び栄養機能食品をいう。以下同じ。）以外の食品にあって

の食品にあっては、保健機能食品と紛らわしい名称、栄養成分の機能及び特定の保健の目的が期 は、保健機能食品と紛らわしい名称、栄養成分の機能及び特定の保健の目的が期待できる旨を

待できる旨を示す用語【栄養機能食品については現在検討中】 示す用語【栄養機能食品については現在検討中】

十～十二 【略】 九～十一 【略】

２ 【略】 ２ 【略】

第十条～第十七条 【略】 第十条～第十七条 【略】

（横断的義務表示） （横断的義務表示）
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第十八条 （略） 第十八条 （略）

２ 前項に定めるもののほか、食品関連事業者が一般用生鮮食品のうち次の表の上欄に掲げるものを ２ 前項に定めるもののほか、食品関連事業者が一般用生鮮食品のうち次の表の上欄に掲げるもの

販売する際（設備を設けて飲食させる場合又は容器包装に入れずに、かつ、生産した場所で販売す を販売する際（設備を設けて飲食させる場合又は容器包装に入れずに、かつ、生産した場所で販

る場合若しくは不特定若しくは多数の者に対して譲渡する場合を除く。）には、同表の中欄に掲げ 売する場合若しくは不特定若しくは多数の者に対して譲渡する場合を除く。）には、同表の中欄

る表示事項が同表の下欄に定める表示の方法に従い表示されなければならない。 に掲げる表示事項が同表の下欄に定める表示の方法に従い表示されなければならない。

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 【略】

特定保健用食品 【略】 【略】 特定保健用食品 【略】 【略】

機能性表示食品 保存の方法 １ 食品の特性に従って表示する。ただし、

食品衛生法第十一条第一項の規定により保

存の方法の基準が定められたものにあって

は、その基準に従った保存の方法を表示す

る。

２ １の規定にかかわらず、常温で保存する

こと以外にその保存方法に関し留意すべき

事項がないものにあっては、保存の方法の

表示を省略することができる。

機能性表示食品である旨 第三条第二項の表の機能性表示食品の項に定

める表示の方法を準用する。

科学的根拠を有する機能

性関与成分及び当該食品

が有する機能性

栄養成分の量及び熱量

一日当たりの摂取目安量

当たりの機能性関与成分

の含有量

一日当たりの摂取目安量

届出番号

食品関連事業者の氏名又 食品関連事業者のうち表示内容に責任を有す

は名称、住所及び連絡先 る者の氏名又は名称、住所及び電話番号又は

電話番号の記載があるウェブサイトのアドレ

ス（二次元コードその他のこれに代わるもの

を含む。）を表示する。
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機能性及び安全性につい 第三条第二項の表の機能性表示食品の項に定

て、国による評価を受け める表示の方法を準用する。

たものでない旨

摂取の方法

摂取する上での注意事項

バランスのとれた食生活

の普及啓発を図る文言

調理又は保存の方法に関

し特に注意を必要とする

ものにあっては当該注意

事項

疾病の診断、治療、予防

を目的としたものではな

い旨

疾病に罹患している者は

医師に相談した上で摂取

すべき旨

医薬品を服用している者

は医師、薬剤師に相談し

た上で摂取すべき旨

体調に異変を感じた際は

速やかに摂取を中止し医

師に相談すべき旨

対象農産物 【略】 【略】 対象農産物 【略】 【略】

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 【略】

第十九条～第二十一条 【略】 第十九条～第二十一条 【略】

（表示の方式等） （表示の方式等）

第二十二条 第十八条、第十九条及び前条に掲げる事項の表示は、次の各号に定めるところによりさ 第二十二条 第十八条、第十九条及び前条に掲げる事項の表示は、次の各号に定めるところにより
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れなければならない。 されなければならない。

一～三 【略】 一～三 【略】

四 機能性表示食品にあっては、次に定めるとおり表示する。

イ 機能性表示食品である旨は、容器包装の主要面に表示する。

ロ 機能性関与成分及び当該食品が有する機能性並びに機能性及び安全性について、国に評価を

受けたものではない旨は、容器包装の同一面に表示する。

五 玄米及び精米の表示は、別記様式四により行う。 四 玄米及び精米の表示は、別記様式四により行う。

六 栄養成分（たんぱく質、脂質、炭水化物及びナトリウム（食塩相当量に換算したもの。以下こ 五 栄養成分（たんぱく質、脂質、炭水化物及びナトリウム（食塩相当量に換算したもの。以下

の号において同じ。））の量及び熱量の表示は別記様式二（たんぱく質、脂質、炭水化物及びナ この号において同じ。））の量及び熱量の表示は別記様式二（たんぱく質、脂質、炭水化物及

トリウム以外の栄養成分もこれと併せて表示する場合にあっては、別記様式三）により行う。 びナトリウム以外の栄養成分もこれと併せて表示する場合にあっては、別記様式三）により行

う。

七 表示に用いる文字（玄米及び精米にあっては、文字及び枠）の色は、背景の色と対照的な色と 六 表示に用いる文字（玄米及び精米にあっては、文字及び枠）の色は、背景の色と対照的な色

する。 とする。

八 容器包装への表示に用いる文字は、ＪＩＳＺ八三〇五に規定する八ポイントの活字以上の大き 七 容器包装への表示に用いる文字は、ＪＩＳＺ八三〇五に規定する八ポイントの活字以上の大

さの統一のとれた文字としなければならない。ただし、玄米及び精米にあっては、容器包装の表 きさの統一のとれた文字としなければならない。ただし、玄米及び精米にあっては、容器包装

示に用いる文字は、ＪＩＳＺ八三〇五に規定する十二ポイント（内容量が三キログラム以下のも の表示に用いる文字は、ＪＩＳＺ八三〇五に規定する十二ポイント（内容量が三キログラム以

のにあっては、八ポイント）の活字以上の大きさの統一のとれた文字としなければならない。 下のものにあっては、八ポイント）の活字以上の大きさの統一のとれた文字としなければなら

ない。

２ 【略】 ２ 【略】

（表示禁止事項） （表示禁止事項）

第二十三条 食品関連事業者は、第十八条、第十九条及び第二十一条に掲げる表示事項に関連して、 第二十三条 食品関連事業者は、第十八条、第十九条及び第二十一条に掲げる表示事項に関連して

次に掲げる事項を一般用生鮮食品の容器包装又は製品に近接した掲示その他の見やすい場所に表示 、次に掲げる事項を一般用生鮮食品の容器包装又は製品に近接した掲示その他の見やすい場所に

してはならない。 表示してはならない。

一～五 【略】 一～五 【略】

六 機能性表示食品にあっては、次に掲げる用語

イ 疾病の治療効果又は予防効果を標榜する用語

ロ 第七条の規定に基づく栄養成分の補給ができる旨の表示及び栄養成分又は熱量の適切な摂取

ができる旨の表示をする場合を除き、消費者庁長官に届け出た機能性関与成分以外の成分を強

調する用語

ハ 消費者庁長官の許可又は承認を受けたものと誤認させるような用語

七～九 【略】 六～八 【略】

２ 【略】 ２ 【略】

第二十四条～第四十一条 【略】 第二十四条～第四十一条 【略】

附 則 附 則

【略】 【略】

別表第一～別表第十八 【略】 別表第一～別表第十八 【略】

別表第十九（第八条関係） 別表第十九（第八条関係）
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食品 様式 表示の方式 食品 様式 表示の方式

機能性表示食 別記様式一の規定に 第八条各号の規定によるほか、次に定めるところによる。

品 よる。 １ 機能性表示食品である旨は、容器包装の主要面に表示す

る。

２ 機能性関与成分及び当該食品が有する機能性並びに機能

性及び安全性について、国に評価を受けたものではない旨

は、容器包装の同一面に表示する。

農産物缶詰及 【略】 【略】 農産物缶詰 【略】 【略】

び農産物瓶詰 及び農産物

瓶詰

【略】 【略】 【略】 【略】 【略】 【略】

別表第二十～別表第二十四 【略】 別表第二十～別表第二十四 【略】

別記様式一～別記様式四 【略】 別記様式一～別記様式四 【略】


